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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第23期
第２四半期
連結累計期間

第24期
第２四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自　平成25年４月１日

至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日

至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日

至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 12,754,318 12,997,550 24,839,128

経常利益 （千円） 2,779,237 3,337,308 5,398,349

四半期(当期)純利益 （千円） 1,754,111 2,219,434 3,476,492

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 3,486,085 2,751,021 5,681,241

純資産額 （千円） 25,284,691 29,605,066 27,011,663

総資産額 （千円） 31,638,008 35,656,637 32,899,682

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 42.31 53.54 83.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） 41.71 53.04 83.15

自己資本比率 （％） 79.5 82.7 81.8

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 2,432,343 2,145,857 5,066,214

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △730,691 △658,773 △1,461,409

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △723,938 △535,895 △1,297,113

現金及び現金同等物の四半期
末(期末)残高

（千円） 8,638,959 11,392,430 10,172,742
 

 

回次
第23期
第２四半期
連結会計期間

第24期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日

至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日

至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 23.21 30.23
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第24期第１四半期連結会計期間より、在外子会社の収益及び費用は、在外子会社の決算日の直物為替相場に

より円貨に換算する方法から、期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更し、第23期第２四半期連

結累計期間及び第23期連結会計年度の関連する主要な経営指標等について、遡及処理後の数値を記載してお

ります。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態及び経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、在外子会社の収益及び費用は、在外子会社の決算日の直物為替相場により円

貨に換算する方法から、期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更し、遡及処理後の数値で前四半期連結累

計期間との比較を行っております。

 
(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国は緩やかな拡大が続き、中国は緩やかに回復し、一部の

新興国では持ち直しの動きも見えました。一方、欧州は回復に陰りが見えました。日本経済は消費税率引き上げ

に伴う駆け込み需要の反動も和らぎ、緩やかな回復基調が続きました。

 

このような状況の中で、当社グループは全般的な円安もあり連結売上高が増加し、売上高は129億97百万円

（前年同四半期比1.9％増）、営業利益は32億円（前年同四半期比19.9％増）、経常利益は33億37百万円（前年

同四半期比20.1％増）、四半期純利益は22億19百万円（前年同四半期比26.5％増）となりました。

 

　セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(光学フィルム事業)

売上高は71億57百万円（前年同四半期比0.2％増）となりました。

製品種類別では、サングラス用素膜や温度追従型楕円偏光フィルムの出荷が減少しましたが、産業用や車載

用LCDパネル向けの染料系偏光フィルムや楕円偏光フィルムの出荷が伸長し、光学フィルム事業全体では売上

高が増加しました。光学フィルム事業のセグメント利益（営業利益）は15億43百万円（前年同四半期比9.7％

増）でありました。

 

(精密部品事業)

売上高は58億40百万円（前年同四半期比4.1％増）となりました。

製品種類別では、無機偏光板ProFluxについては、通常の液晶プロジェクター向けの出荷が伸長した一方、

デジタルシネマ等の事業用は低調でした。また、X線分析装置部材については出荷が堅調で、精密部品事業全

体では売上高が増加しました。精密部品事業のセグメント利益（営業利益）は16億57百万円（前年同四半期比

31.2％増）でありました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ27億56百万円増加し、356億56百万円と

なりました。主な要因は、現金及び預金の増加11億73百万円、受取手形及び売掛金の増加10億43百万円、商品

及び製品の増加２億40百万円、仕掛品の減少１億４百万円、原材料及び貯蔵品の増加１億41百万円、有形固定

資産の増加１億44百万円であります。

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ１億63百万円増加し、60億51百万円となり

ました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加２億30百万円、１年以内返済予定の長期借入金の減少２億

円、賞与引当金の増加１億39百万円、退職給付に係る負債の減少２億67百万円であります。

当第２四半期連結会計期間末の少数株主持分を含めた純資産は、前連結会計年度末に比べ25億93百万円増加

し、296億５百万円となりました。主な要因は、四半期純利益22億19百万円、株主配当金の支払による減少３

億21百万円、為替換算調整勘定の増加４億99百万円であります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、113億92百万円

（前年同四半期は86億38百万円）となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、21億45百万円（前年同四半期は資金の増

加24億32百万円）となりました。主な要因は、税金等調整前四半期純利益33億54百万円、減価償却費７億94百

万円、賞与引当金の増加１億39百万円、売上債権の増加６億83百万円、たな卸資産の増加１億40百万円、仕入

債務の減少２億66百万円、法人税等の支払額13億１百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、６億58百万円（前年同四半期は資金の減

少７億30百万円）となりました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出６億57百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、５億35百万円（前年同四半期は資金の減

少７億23百万円）となりました。主な要因は、長期借入金の返済による支出２億37百万円、配当金の支払額３

億16百万円であります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は９億７百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 165,800,000

計 165,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月12日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 41,450,000 41,450,000
東京証券取引所
JASDAQ

（スタンダード）

単元株式数は100株
であります。

計 41,450,000 41,450,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 － 41,450,000 － 3,095,125 － 2,761,941
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本化薬株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目１番１号 27,544,000 66.45

株式会社有沢製作所 新潟県上越市南本町１丁目５番５号 9,280,000 22.38

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 585,400 1.41

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 256,000 0.61

CBLDN KIA FUND 136
（常任代理人　シティバンク銀行
株式会社）

MINITRIES COMPLEX POBOX 64 SATAT 13001

KUWAIT

（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

201,000 0.48

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 135,500 0.32

資産管理サービス信託銀行株式会
社（証券投資信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号　晴海ト

リトンスクエアタワーZ
111,500 0.26

MSCO CUSTOMER SECURITIES
（常任代理人　モルガン・スタン
レーMUFG証券株式会社）

1585 BROADWAY NEW YORK,NEW YORK 10036,

U.S.A.

（東京都千代田区大手町１丁目９番７号　

大手町フィナンシャルシティ　サウスタ

ワー）

105,800 0.25

CGML PB CLIENT ACCOUNT/
COLLATERAL
（常任代理人　シティバンク銀行
株式会社）

CITIGROUP CENTRE,CANADA SQUARE,CANARY

WHARF,LONDON E14 5LB

（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

93,200 0.22

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 93,100 0.22

計 ― 38,405,500 92.65
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

41,449,200
414,492 －

単元未満株式
普通株式

800
－ －

発行済株式総数 41,450,000 － －

総株主の議決権 － 414,492 －
 

（注）１　上記の「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。

　　また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　　　２　単元未満株式には、当社所有の自己株式77株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社ポラテクノ(E02107)

四半期報告書

 8/21



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,078,777 10,252,650

  受取手形及び売掛金 5,363,932 6,407,550

  有価証券 1,110,204 1,155,700

  商品及び製品 1,751,449 1,992,267

  仕掛品 1,588,343 1,483,831

  原材料及び貯蔵品 2,293,645 2,434,945

  その他 1,031,414 1,077,967

  貸倒引当金 △27,803 △29,954

  流動資産合計 22,189,963 24,774,959

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,137,655 4,067,510

   機械装置及び運搬具（純額） 3,523,271 3,202,339

   その他（純額） 1,901,163 2,436,514

   有形固定資産合計 9,562,090 9,706,363

  無形固定資産   

   のれん 70,147 50,848

   その他 814,957 808,715

   無形固定資産合計 885,104 859,564

  投資その他の資産   

   退職給付に係る資産 － 3,075

   その他 262,523 323,331

   貸倒引当金 － △10,658

   投資その他の資産合計 262,523 315,749

  固定資産合計 10,709,719 10,881,677

 資産合計 32,899,682 35,656,637

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,135,165 2,366,100

  1年内返済予定の長期借入金 275,000 75,000

  未払法人税等 982,721 968,896

  賞与引当金 350,170 489,771

  役員賞与引当金 38,006 32,046

  その他 953,416 1,198,126

  流動負債合計 4,734,479 5,129,941

 固定負債   

  長期借入金 150,000 112,500

  退職給付に係る負債 288,629 20,770

  資産除去債務 25,812 25,760

  その他 689,097 762,598

  固定負債合計 1,153,539 921,629

 負債合計 5,888,018 6,051,570
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,095,125 3,095,125

  資本剰余金 2,761,941 2,761,941

  利益剰余金 20,681,844 22,745,637

  自己株式 △26 △26

  株主資本合計 26,538,884 28,602,677

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 539,380 1,038,793

  退職給付に係る調整累計額 △171,937 △155,917

  その他の包括利益累計額合計 367,443 882,875

 少数株主持分 105,335 119,513

 純資産合計 27,011,663 29,605,066

負債純資産合計 32,899,682 35,656,637
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 12,754,318 12,997,550

売上原価 7,174,123 6,918,260

売上総利益 5,580,194 6,079,289

販売費及び一般管理費 ※1  2,909,750 ※1  2,878,425

営業利益 2,670,444 3,200,864

営業外収益   

 受取利息 2,895 4,083

 為替差益 77,139 107,337

 その他 34,636 28,410

 営業外収益合計 114,670 139,831

営業外費用   

 支払利息 3,797 1,655

 その他 2,080 1,730

 営業外費用合計 5,877 3,386

経常利益 2,779,237 3,337,308

特別利益   

 固定資産売却益 28 －

 持分変動利益 26,329 20,094

 特別利益合計 26,357 20,094

特別損失   

 固定資産除却損 24,521 2,423

 特別損失合計 24,521 2,423

税金等調整前四半期純利益 2,781,072 3,354,979

法人税、住民税及び事業税 1,173,365 1,303,852

法人税等調整額 △154,109 △177,568

法人税等合計 1,019,255 1,126,284

少数株主損益調整前四半期純利益 1,761,817 2,228,695

少数株主利益 7,705 9,260

四半期純利益 1,754,111 2,219,434
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,761,817 2,228,695

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 1,724,268 506,307

 退職給付に係る調整額 － 16,019

 その他の包括利益合計 1,724,268 522,326

四半期包括利益 3,486,085 2,751,021

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,466,537 2,734,866

 少数株主に係る四半期包括利益 19,548 16,155
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,781,072 3,354,979

 減価償却費 816,004 794,890

 のれん及び負ののれん償却額 93,891 22,543

 賞与引当金の増減額（△は減少） 182,173 139,601

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △34,938 △5,960

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,303 －

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △8,832

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,064 11,277

 受取利息及び受取配当金 △2,895 △4,083

 支払利息 3,797 1,655

 為替差損益（△は益） △149,230 7,736

 有形固定資産除却損 12,592 1,126

 有形固定資産売却損益（△は益） △28 －

 持分変動損益（△は益） △26,329 △20,094

 売上債権の増減額（△は増加） △487,269 △683,771

 たな卸資産の増減額（△は増加） 4,732 △140,301

 仕入債務の増減額（△は減少） △34,249 △266,813

 前払年金費用の増減額（△は増加） 31,025 －

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － 18,948

 その他 99,929 222,400

 小計 3,298,645 3,445,302

 利息及び配当金の受取額 2,895 4,083

 利息の支払額 △3,910 △1,724

 法人税等の支払額 △865,286 △1,301,803

 営業活動によるキャッシュ・フロー 2,432,343 2,145,857

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △712,466 △657,941

 有形固定資産の売却による収入 184 －

 無形固定資産の取得による支出 △18,108 △574

 その他 △300 △257

 投資活動によるキャッシュ・フロー △730,691 △658,773

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △257,500 △237,500

 配当金の支払額 △498,576 △316,524

 少数株主への配当金の支払額 △10,865 △5,704

 その他 43,003 23,833

 財務活動によるキャッシュ・フロー △723,938 △535,895

現金及び現金同等物に係る換算差額 160,864 268,499

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,138,579 1,219,688

現金及び現金同等物の期首残高 7,959,800 10,172,742

連結子会社の決算期変更による現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△459,420 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  8,638,959 ※1  11,392,430
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　　該当事項はありません。

 
(会計方針の変更等)

 

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

　在外子会社の収益及び費用については、従来、在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より、期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しております。

　この変更は、近年在外子会社における収益及び費用の重要性が増しており、今後もその傾向が継続すると見込まれ

る中、期末時点で受ける一時的な為替相場の変動による期間損益への影響を排除し、会計年度を通じて発生する損益

をより適切に連結財務諸表に反映させるために行ったものであります。この変更に伴い、前年四半期及び前連結会計

年度については、当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上高は１億１百万円、営業利益は71百万

円、経常利益は７百万円、税金等調整前四半期純利益は７百万円、四半期純利益は４百万円増加しております。ま

た、利益剰余金の前期首残高は２百万円増加し、為替換算調整勘定の前期首残高が２百万円減少しております。

　なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

 

 

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業

員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映

した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が２億56百万円減少し、利益剰余金が１

億65百万円増加しております。また、損益に与える影響は軽微であります。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

給与手当 638,556千円 642,790千円

賞与引当金繰入額 121,950千円 125,466千円

退職給付費用 40,613千円 40,903千円

役員賞与引当金繰入額 16,203千円 32,517千円

貸倒引当金繰入額 1,064千円 11,277千円

研究開発費 896,107千円 907,405千円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

現金及び預金 7,601,874千円 10,252,650千円

有価証券(MMF) 1,052,203千円 1,155,700千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △15,118千円 △15,921千円

現金及び現金同等物 8,638,959千円 11,392,430千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月24日
定時株主総会

普通株式 518,124 12.50 平成25年３月31日 平成25年６月25日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月７日
取締役会

普通株式 259,062 6.25 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
 

 

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 321,236 7.75 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月５日
取締役会

普通株式 290,149 7.00 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金
 

 

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

光学フィルム
事業

精密部品
事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,141,699 5,612,619 12,754,318 － 12,754,318

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

160,699 － 160,699 △160,699 －

計 7,302,399 5,612,619 12,915,018 △160,699 12,754,318

セグメント利益 1,407,666 1,262,778 2,670,444 － 2,670,444
 

(注)　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

光学フィルム
事業

精密部品
事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 7,157,358 5,840,192 12,997,550 － 12,997,550

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

134,970 － 134,970 △134,970 －

計 7,292,328 5,840,192 13,132,521 △134,970 12,997,550

セグメント利益 1,543,562 1,657,301 3,200,864 － 3,200,864
 

(注)　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２. 報告セグメントの変更等に関する事項

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

「会計方針の変更等」に記載のとおり、在外子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨に

換算しておりましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更しておりま

す。

　この変更は、近年在外子会社における収益及び費用の重要性が増しており、今後もその傾向が継続すると見込まれ

る中、期末時点で受ける一時的な為替相場の変動による期間損益への影響を排除し、会計年度を通じて発生する損益

をより適切に連結財務諸表に反映させるために行ったものであります。

　この変更に伴い、報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額の算定方法を変更し、前第２四半期連結累

計期間については、遡及適用後の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」となってお

ります。

 

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更

したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更いたしました。

　　なお、当該変更による各報告セグメント利益に及ぼす影響は軽微であります。

 

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ポラテクノ(E02107)

四半期報告書

18/21



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 42.31円 53.54円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 1,754,111 2,219,434

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,754,111 2,219,434

普通株式の期中平均株式数(株) 41,449,923 41,449,923

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 41.71円 53.04円

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) △25,217 △20,749

(うち米国連結子会社の発行する潜在株式に係
る権利行使を仮定した場合の四半期純利益の減
少額(千円))

(△25,217) (△20,749)

普通株式増加数(株) － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

(注)　「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間における会計方針の変更は遡及適用され、

前第２四半期連結累計期間は遡及適用後の四半期連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益金額は11銭

増加し、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は11銭増加しております。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 
２ 【その他】

第24期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年11月５日開催の取締役会にお

いて、平成26年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　290,149千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　 平成26年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月12日

株式会社ポラテクノ

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   野　　本　　直　　樹   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大　　島　　伸　　一   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ポラテ

クノの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ポラテクノ及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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